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平
成
三
〇
年
十
二
月

親
鸞
に
お
け
る
虚
空
に
関
す
る
一
考
察

―
「
行
文
類
」
一
乗
海
釈
の
『
往
生
論
註
』
引
文
を
め
ぐ
っ
て

―

河

野

悠

玄

は
じ
め
に

親
鸞
撰
述
の
『
教
行
証
文
類
』
は
、「
文
類
」
と
い
う
形
式
上
、
経

論
釈
の
引
用
が
大
半
を
占
め
る
。
そ
の
引
用
態
度
は
、
原
文
に
正
確

で
、
取
意
に
よ
っ
て
独
自
の
読
解
を
示
す
と
い
う
方
法
は
採
ら
な
い
。

そ
の
た
め
読
解
に
際
し
て
は
、
私
釈
部
分
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
引
文

に
込
め
ら
れ
た
意
図
に
も
細
心
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、「
行
文
類
」
一
乗
海
釈
に
お
け
る
曇
鸞
撰
述
の
『
往
生

論
註
』
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
の
引
文
の
考
察
を
行
う
。『
往
生
論
註
』

に
「
虚
作

0

0

之
相
」
と
あ
る
の
を
、
親
鸞
は
「
虚
空

0

0

之
相
」
と
し
て
引
用

す
る
）
1
（

。
従
来
は
親
鸞
の
単
な
る
写
誤
と
見
な
さ
れ
て
き
た
）
2
（

が
、
そ
の
問

題
点
を
指
摘
し
、
単
な
る
写
誤
と
は
見
な
い
解
釈
を
提
示
し
た
い
。

一
　
テ
キ
ス
ト
の
確
認

当
該
の
『
往
生
論
註
』
原
文
、
な
ら
び
に
親
鸞
の
引
用
を
示
す
。（
な

お
、『
往
生
論
註
』
に
沿
っ
て
英
数
字
を
付
し
て
、
対
照
の
便
宜
を
図
っ
た
。）

『
往
生
論
註
』
巻
下
、
観
察
体
相
「
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
」

①
何
者
荘
厳
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
、
偈
言
二
「
観
仏
本
願
力
遇
無
空
過
者
能

令
速
満
足
功
徳
大
宝
海
」
一
故
。「
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
」
者
、
蓋
是
阿
弥
陀

如
来
本
願
力
也
。
②
今
当
下
略
示
二
虚
作
之
相
不
一レ
能
二
住
持
一、
用
顕
中
彼
不
虚
作

住
持
之
義
上。
③
人
有
下
輟
レ
餐
養
レ
士
、
或
釁
起
二
舟
中
一、
積
レ
金
盈
レ
庫
而

不
上レ
免
二
餓
死
一。
如
レ
斯
之
事
触
レ
目
皆
是
。
得
非
レ
作
レ
得
、
在
非
レ
守
レ
在
。
皆

由
二
虚
妄
業
作
一
不
レ
能
二
住
持
一
也
。
④
所
レ
言
不
虚
作
住
持
者
、
依
二
本
法
蔵
菩

薩
四
十
八
願
、
今
日
阿
弥
陀
如
来
自
在
神
力
一。
願
以
成
レ
力
、
力
以
就
レ
願
。
願

不
二
徒
然
一、
力
不
二
虚
設
一。
力
願
相
苻
畢
竟
不
レ
差
故
曰
二
成
就
一。

（『
聖
典
全
』
一
・
五
〇
九
│
五
一
〇
頁
。
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
。）

「
行
文
類
」
一
乗
海
釈

『
浄
土
論
』
曰
、「
①
何
者
荘
厳
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
、
偈
言
下
観
二
仏
本
願

力
一、
遇
無
二
空
過
者
一、
能
令
三
速
満
二
足
功
徳
大
宝
海
一
故
上
。
不
虚
作
住
持
功
徳

成
就
者
、
蓋
是
阿
弥
如
来
本
願
力
也
。
②
今
当
略
示
二
虚
空
之
相
不
一レ
能
二 

住
持
一、
用
顕
二
彼
不
虚
作
住
持
之
義
一。
乃至　

④
所
レ
言
不
虚
作
住
持
者
、
依
二 

本
法
蔵
菩
薩
四
十
八
願
、
今
日
阿
弥
陀
如
来
自
在
神
力
一。
願
以
成
レ
力
、
力
以

就
レ
願
。
願
不
二
徒
然
一、
力
不
二
虚
設
一。
力
願
相
府
畢
竟
不
レ
差
。
故
曰
二
成
就
一。」 

 

（『
聖
典
全
』
二
・
五
六
頁
）



― 125 ―

親
鸞
に
お
け
る
虚
空
に
関
す
る
一
考
察
（
河

野
）

「
真
仏
土
文
類｣

又
云
、「
①
何
者
荘
厳
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
、
偈
言
下
観
二
仏
本
願
力
一、
遇

無
二
空
過
者
一
能
令
三
速
満
二
足
功
徳
大
宝
海
一
故
上。
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
者
、

蓋
是
阿
弥
陀
如
来
本
願
力
也
。
乃至　

④
所
レ
言
不
虚
作
住
持
者
、
依
二
本
法
蔵
菩

薩
四
十
八
願
、
今
日
阿
弥
陀
如
来
自
在
神
力
一。
願
以
成
レ
力
、
力
以
就
レ
願
。

願
不
二
徒
然
一、
力
不
二
虚
設
一。
力
願
相
府
、
畢
竟
不
レ
差
。
故
曰
二
成
就
一。」
抄出 

 

（『
聖
典
全
』
二
・
一
七
二
│
一
七
三
頁
）

二
　
写
誤
と
す
る
こ
と
へ
の
疑
義

右
記
の
よ
う
に
、
当
該
の
『
往
生
論
註
』
は
「
真
仏
土
文
類｣

に
も

引
用
さ
れ
る
が
、
そ
の
引
用
形
態
に
一
乗
海
釈
と
差
異
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
す
な
わ
ち
「
真
仏
土
文
類
」
は
②
・
③
を
省
略
す
る
が
、
一

乗
海
釈
は
③
の
み
を
省
略
し
、
②
を
引
用
し
て
い
る
。

②
は
、
今
か
ら
虚
作
の
相
が
住
持
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
略
示
す
る

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
③
の
例
示
を
導
く
文
章
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

②
と
③
は
セ
ッ
ト
で
あ
り
、
い
ず
れ
か
一
方
を
欠
く
と
意
味
が
通
ら
な

く
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
真
仏
土
文
類
」
の
よ
う
に
②
・
③
両
方
を
省
略

す
れ
ば
文
意
が
通
じ
る
が
、
一
乗
海
釈
の
よ
う
に
②
を
引
用
し
て
③
を

省
略
す
る
と
、
②
で
今
か
ら
略
示
す
る
と
予
告
す
る
虚
作
の
相
の
例
示

が
欠
け
て
、
引
文
中
に
お
け
る
②
の
文
章
の
つ
な
が
り
や
意
味
づ
け
が

不
明
瞭
に
な
る
。
し
か
し
「
真
仏
土
文
類
」
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
た

め
、
一
乗
海
釈
で
は
親
鸞
に
何
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
て
敢
え
て
引
用
し

た
文
章
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
②
の
な
か
に
「
虚
空
之
相
」
の

語
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
意
図
し
て
引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
短
い

文
章
に
写
誤
が
生
じ
る
の
に
は
疑
問
が
残
る
。
む
し
ろ
、
意
味
づ
け
が

不
明
瞭
な
②
の
文
章
を
読
解
す
る
鍵
と
し
て
「
虚
空
之
相
」
へ
の
改
変

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
）
3
（

。

三
　「
虚
空
之
相
」
へ
の
改
変
の
背
景

「
虚
作
之
相
」
か
ら
「
虚
空
之
相
」
へ
の
改
変
が
写
誤
に
よ
る
偶
然

で
は
な
い
と
す
る
に
は
、
改
変
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
親
鸞
の
思
想
的

背
景
を
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
『
尊
号
真

像
銘
文
』
の
『
浄
土
論
』
釈
で
あ
る
。
こ
こ
で
親
鸞
は
『
浄
土
論
』
の

偈
頌
で
あ
る
「
世
尊
我
一
心
」
以
下
の
十
二
句
と
「
観
仏
本
願
力
」
以

下
の
四
句
を
、
以
下
の
よ
う
に
註
釈
す
る
。

「
観
彼
世
界
相
勝
過
三
界
道
」
と
い
ふ
は
、
か
の
安
楽
世
界
を
み
そ
な
は
す
に
、

ほ
と
り
き
わ
な
き
こ
と
虚
空
の
ご
と
し
、
ひ
ろ
く
お
ほ
き
な
る
こ
と
虚
空
の
ご

と
し
と
た
と
へ
た
る
な
り
。「
観
仏
本
願
力
遇
無
空
過
者
」
と
い
ふ
は
、
如
来

の
本
願
力
を
み
そ
な
わ
す
に
、
願
力
を
信
ず
る
ひ
と
は
、
む
な
し
く
こ
ゝ
に

と
ゞ
ま
ら
ず
と
也
。「
能
令
速
満
足
功
徳
大
宝
海
」
と
い
ふ
は
、「
能
」
は
よ
し

と
い
ふ
、「
令
」
は
せ
し
む
と
い
ふ
、「
速
」
は
す
み
や
か
に
と
し
と
い
ふ
。
よ

く
本
願
力
を
信
楽
す
る
人
は
、
す
み
や
か
に
と
く
功
徳
の
大
宝
海
を
信
ず
る
人

の
そ
の
み
に
満
足
せ
し
む
る
也
。
如
来
の
功
徳
の
き
わ
な
く
ひ
ろ
く
お
ほ
き
に

へ
だ
て
な
き
こ
と
を
、
大
海
の
み
づ
の
へ
だ
て
な
く
み
ち
み
て
る
が
ご
と
し
と

た
と
へ
た
て
ま
つ
る
な
り
。 

（『
聖
典
全
』
二
・
六
二
〇
│
六
二
一
頁
上
）

親
鸞
は
「
観
彼
世
界
相
、
勝
過
三
界
道
」
の
句
を
「
究
竟
如
虚
空
、
広
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大
無
辺
際
」
の
量
功
徳
成
就
に
も
と
づ
い
て
「
ほ
と
り
き
わ
な
き
こ
と

虚
空
の
ご
と
し
、
ひ
ろ
く
お
ほ
き
な
る
こ
と
虚
空
の
ご
と
し
」
と
註
釈

す
る
。
こ
こ
で
は
虚
空
に
無
辺
際
（
ほ
と
り
き
わ
な
き
こ
と
）
と
広
大

（
ひ
ろ
く
お
ほ
き
な
る
こ
と
）
の
二
義
を
見
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら

に
、
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
を
明
か
す
「
観
仏
本
願
力
」
以
下
の
句

も
、「
如
来
の
功
徳
の
き
わ
な
く
ひ
ろ
く
お
ほ
き
に

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

へ
だ
て
な
き
こ
と
」

と
広
大
・
無
辺
際
の
義
に
よ
っ
て
註
釈
し
て
い
る
。

こ
こ
に
、
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
の
句
を
、『
浄
土
論
』
の
偈
頌
本

来
の
位
置
関
係
と
し
て
は
離
れ
て
い
る
量
功
徳
成
就
の
句
（「
究
竟
如
虚

空
、
広
大
無
辺
際
」）
に
も
と
づ
い
て
註
釈
す
る
と
い
う
親
鸞
の
特
色
あ

る
解
釈
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
親
鸞
が
量
功
徳
成
就
と
不
虚
作
住

持
功
徳
成
就
を
関
連
付
け
て
把
握
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
か
か
る
思
想
背
景
を
考
慮
す
る
と
、
一
乗
海
釈
の
不
虚
作
住
持
功

徳
成
就
の
引
文
の
な
か
に
「
虚
空
之
相
」
の
語
が
用
い
ら
れ
た
の
も
偶

然
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
）
4
（

。

い
ま
確
認
し
た
量
功
徳
成
就
と
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
と
の
連
関

は
、『
高
僧
和
讃
』
に
お
い
て
、

安
養
浄
土
の
荘
厳
は　

唯
仏
与
仏
の
知
見
な
り

　

究
竟
せ
る
こ
と
虚
空
に
し
て　

広
大
に
し
て
辺
際
な
し

本
願
力
に
あ
ひ
ぬ
れ
ば　

む
な
し
く
す
ぐ
る
ひ
と
ぞ
な
き

　

功
徳
の
宝
海
み
ち
み
ち
て　

煩
悩
の
濁
水
へ
だ
て
な
し

（『
聖
典
全
』
二
・
四
〇
九
│
四
一
〇
頁
）

と
つ
づ
け
て
和
讃
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
見
出
せ
る
。
ま
た
、
前
の

清
浄
功
徳
成
就
・
量
功
徳
成
就
の
和
讃
で
は
、『
浄
土
論
』
の
「
勝
過

三
界
道
」
に
該
当
す
る
部
分
を
、
親
鸞
は
「
唯
仏
与
仏
の
知
見
な
り
」

と
詠
み
換
え
て
い
る
。
こ
の
詠
み
換
え
に
よ
っ
て
当
該
の
和
讃
と
、
一

乗
海
釈
の
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
の
直
前
に
引
用
さ
れ
る
『
無
量
寿

経
』
往
覲
偈
と
の
類
似
性
が
次
の
よ
う
に
際
立
つ
こ
と
に
な
る
。

　
　

如
来
智
慧
海
│
│
│
│
│
│
│
│
安
養
浄
土
の
荘
厳
は

　
　

深
広
無
涯
底
│
│
│
│
│
│
│
│
究
竟
せ
る
こ
と
虚
空
に
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
大
に
し
て
辺
際
な
し

　
　

二
乗
非
所
惻　

唯
仏
独
明
了
│
│
唯
仏
与
仏
の
知
見
な
り

以
上
を
整
理
す
る
と
、

・ 『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
お
け
る
量
功
徳
成
就
と
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
の
註
釈

・ 『
高
僧
和
讃
』
に
お
け
る
清
浄
功
徳
成
就
・
量
功
徳
成
就
と
不
虚
作
住
持
功

徳
成
就
の
和
讃

・ 「
行
文
類
」
一
乗
海
釈
に
お
け
る
『
無
量
寿
経
』
往
覲
偈
と
不
虚
作
住
持
功

徳
成
就
の
引
文

の
三
箇
所
に
類
似
し
た
関
係
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

小
結

本
稿
で
は
、
親
鸞
に
お
け
る
虚
空
に
つ
い
て
、
特
に
一
乗
海
釈
に
お

け
る
『
往
生
論
註
』
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
の
引
文
中
の
「
虚
空
之

┐
│
┬
│
─┌
│
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相
」
の
語
に
着
目
し
て
、
考
察
を
行
っ
た
。
従
来
は
単
な
る
写
誤
と
さ

れ
て
き
た
が
、
そ
の
引
用
形
態
が
「
真
仏
土
文
類
」
と
異
な
る
こ
と
か

ら
、
親
鸞
に
何
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
上
で
、

親
鸞
が
量
功
徳
成
就
と
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
と
を
関
連
付
け
て
把
握

し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
虚
作
之
相
」
を
「
虚
空
之
相
」
に
改
変

す
る
に
至
っ
た
思
想
背
景
を
提
示
し
た
。

最
後
に
、
残
さ
れ
た
問
題
、
つ
ま
り
親
鸞
が
「
真
仏
土
文
類
」
に
引

用
せ
ず
、
一
乗
海
釈
で
引
用
し
た
「
今
当
略
示
二
虚
空
之
相
不
一レ
能
二
住

持
一、
用
顕
二
彼
不
虚
作
住
持
之
義
一
」
の
文
章
の
解
釈
に
つ
い
て
仮
説

を
提
示
す
る
。「
虚
空
之
相
」
へ
の
改
変
が
読
解
の
鍵
と
な
る
な
ら
ば
、

虚
空
を
住
持
で
き
な
い
の
は
誰
で
あ
っ
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
状

況
を
指
す
の
か
。

直
前
の
『
無
量
寿
経
』
往
覲
偈
を
考
慮
す
る
と
、
虚
空
を
住
持
で
き

な
い
と
い
う
の
は
、
如
来
の
智
慧
海
（
大
行
の
徳
）
を
声
聞
・
菩
薩
の

二
乗
が
測
り
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
様
相
（「
二
乗
非
所
惻
、
唯

仏
独
明
了
」）
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
よ
り
具
体
的
に
い

え
ば
、
直
後
に
引
用
さ
れ
る
『
往
生
論
註
』
衆
功
徳
成
就
が
、
如
来
の

智
慧
海
に
は
二
乗
も
自
力
雑
善
も
入
り
込
む
余
地
が
な
い
と
示
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
大
行
の
万
徳
や
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
は
、
行
者
が
自
力

に
よ
っ
て
把
捉
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
詳
細
な
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
、
現
段
階
で
の
見
通
し
を
提
示

す
る
に
留
め
た
い
。

（
1
）　

諸
本
に
つ
い
て
、
坂
東
本
・
西
本
願
寺
本
・
高
田
本
は
「
虚
空
之

相
」、『
往
生
論
註
』
親
鸞
加
点
本
は
「
虚
作
之
相
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
）　

管
見
の
限
り
、「
虚
空
之
相
」
を
写
誤
と
せ
ず
に
親
鸞
の
意
図
を
見

出
そ
う
と
す
る
の
は
、
岡
亮
二
﹇
一
九
九
八
﹈
が
唯
一
の
例
で
あ
る
。
た

だ
し
岡
氏
は
、
写
誤
と
い
う
解
釈
を
採
ら
な
い
理
由
を
示
し
て
い
な
い
。

（
3
）　

親
鸞
に
お
け
る
虚
空
の
他
の
用
例
は
、
十
九
箇
所
で
計
三
十
三
回
を

数
え
、
仏
の
本
願
力
に
関
わ
る
も
の
が
多
い
。
こ
こ
に
虚
空
の
語
が
出
る

こ
と
は
、
親
鸞
の
用
例
と
し
て
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
と
い
え
る
。

（
4
）　

た
と
え
写
誤
で
あ
っ
た
場
合
も
、
理
由
な
き
写
誤
で
は
な
く
、
親
鸞

が
量
功
徳
成
就
と
不
虚
作
住
持
功
徳
成
就
と
を
関
連
付
け
て
把
握
し
て
い

た
こ
と
が
原
因
で
生
じ
た
写
誤
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。

〈
略
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〉
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全
』　
『
浄
土
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』（
全
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、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合

研
究
所
編
、
本
願
寺
出
版
社
、
二
〇
一
〇
│
二
〇
一
八
）
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